
昭
和
六
十
一
年
五
月
十
六
日
受
領 

答

弁

第

一

三

号 

   

衆
議
院
議
員
矢
山
有
作
君
提
出
「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送

付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
〇
四
第
一
三
号 

昭
和
六
十
一
年
五
月
十
六
日 

衆

議

院

議

長 
坂 

田 

道 

太 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
矢
山
有
作
君
提
出
「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁 

書 

一
の
1
及
び
2
並
び
に
二
の
5
に
つ
い
て 

「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
」
は
、
日
米
間
の
協
力
の
在
り
方
に
関
す
る
防
衛
協
力
小
委
員
会
の
研
究
・ 

協
議
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
て
文
書
の
形
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
性
格
は
飽
く
ま
で
も
指
針
で
あ
る
。 

一
の
3
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
答
弁
は
、
「
『
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
」
（
以
下
「
指
針
」
と
い
う
。
）
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
閣

議
に
お
い
て
、
外
務
大
臣
及
び
防
衛
庁
長
官
か
ら
報
告
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
の
趣
旨
を
述
べ 

 

た
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
「
閣
議
決
定
」
と
は
、
内
閣
の
機
関
意
思
を
決
定
す
る
も
の
と
し
て
、
閣
議
で
す
る
決
定
を
い
い
、 



一
の
6
に
つ
い
て 

一
の
5
に
つ
い
て 

一
の
4
に
つ
い
て 

統
合
幕
僚
会
議
事
務
局
及
び
陸
上
、
海
上
、
航
空
各
幕
僚
監
部
の
関
係
部
局
が
そ
れ
ぞ
れ
の
所
掌
事
務
に
応
じ 

て
御
指
摘
の
各
研
究
に
参
加
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
担
当
す
る
室
又
は
課
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

研
究
を
実
施
す
る
に
当
た
つ
て
の
政
府
部
内
に
お
け
る
具
体
的
な
協
議
等
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
事
柄
の
性 

 

質
上
、
答
弁
す
る
こ
と
を
差
し
控
え
た
い
。 

「
閣
議
了
解
」
と
は
、
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
国
務
大
臣
が
、
そ
の
機
関
意
思
を
決
定
す
る
に
つ
き
、
閣
議 

に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
了
解
を
い
う
。 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
共
同
作
戦
計
画
の
研
究
を
優
先
し
て
進
め
て
き
て
い
る
が
、
他
の
項
目
に
つ
い
て
も
逐
次 

 

研
究
を
実
施
し
て
い
る
。 

四 

 



一
の
7
に
つ
い
て 

二
の
1
及
び
4
、
十
九
の
1
か
ら
3
ま
で
、
二
十
三
の
2
か
ら
4
ま
で
、
7
及
び
8
並
び
に
二
十
四
の
5
か
ら
9 

ま
で
に
つ
い
て 

「
指
針
」
が
閣
議
に
報
告
さ
れ
た
際
、
防
衛
庁
長
官
が
「
こ
の
指
針
に
基
づ
き
自
衛
隊
が
米
軍
と
の
間
で
実
施 

す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
共
同
作
戦
計
画
の
研
究
そ
の
他
の
作
業
に
つ
い
て
は
、
防
衛
庁
長
官
が
責
任
を 

 

も
つ
て
当
た
る
こ
と
と
し
た
い
」
旨
発
言
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
性
格
等
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の 

 

こ
と
に
御
指
摘
の
よ
う
な
意
味
は
な
い
。 

御
指
摘
の
文
書
の
番
号
は
、
「
長
官
指
示
第
六
号
」
で
あ
り
、
同
文
書
は
、
統
合
幕
僚
会
議
議
長
及
び
陸
上
、 

海
上
、
航
空
各
幕
僚
長
に
対
し
て
発
出
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
同
文
書
は
、
秘
密
で
は
な
い
。 

通
常
、
日
米
安
保
条
約
の
関
連
取
極
と
は
、
条
約
第
六
条
の
実
施
に
関
す
る
交
換
公
文
、
吉
田
・
ア
チ
ソ
ン 

 

五 

 



二
の
2
及
び
3
、
三
の
2
、
4
及
び
9
か
ら
11
ま
で
、
四
の
5
、
五
の
1
、
六
の
1
及
び
4
、
七
の
8
、
9
及
び

15
、
八
の
24
、
十
二
の
2
か
ら
4
ま
で
、
十
三
の
2
か
ら
4
ま
で
、
10
か
ら
12
ま
で
及
び
20
、
十
四
の
1
か
ら
5

ま
で
及
び
12
、
十
六
の
6
、
十
八
の
4
及
び
6
、
二
十
の
2
及
び
3
、
二
十
二
の
2
及
び
3
並
び
に
二
十
三
の
6

に
つ
い
て 

三
の
1
に
つ
い
て 

「
そ
の
防
衛
政
策
と
し
て
」
は
、
そ
の
次
の
「
整
備
・
維
持
し
」
ま
で
か
か
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
の
記

述
は
、
我
が
国
の
憲
法
及
び
基
本
的
な
防
衛
政
策
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

交
換
公
文
等
に
関
す
る
交
換
公
文
、
地
位
協
定
、
相
互
防
衛
援
助
協
定
に
関
す
る
交
換
公
文
を
い
い
、
ま
た
、 

 

関
係
法
令
及
び
関
係
取
極
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
時
々
に
現
に
存
在
す
る
国
内
法
令
及
び
日
米
間
の
取
極
を
意 

 

味
す
る
。 

御
指
摘
の
部
分
は
、
い
ず
れ
も
一
般
的
な
意
味
で
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

六 

 



三
の
6
か
ら
8
ま
で
に
つ
い
て 

三
の
5
に
つ
い
て 

三
の
3
に
つ
い
て 

非
核
三
原
則
は
、
我
が
国
が
主
体
的
意
思
に
基
づ
き
我
が
国
に
お
い
て
は
核
兵
器
の
存
在
を
許
さ
な
い
こ
と 

 

を
内
容
と
す
る
政
策
で
あ
る
と
こ
ろ
、
日
米
安
保
条
約
の
下
に
お
い
て
、
同
条
約
及
び
関
連
取
極
の
規
定
に
従 

 

つ
て
行
わ
れ
る
核
攻
撃
力
を
有
す
る
米
軍
部
隊
と
自
衛
隊
の
共
同
対
処
行
動
自
体
は
、
非
核
三
原
則
に
反
す
る 

 

も
の
で
は
な
い
。 

御
指
摘
の
部
分
は
、
一
般
的
な
意
味
で
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
指
針
」
は
新
た 

な
立
法
措
置
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。 

我
が
国
に
お
け
る
施
設
・
区
域
は
、
地
位
協
定
に
基
づ
い
て
米
軍
の
使
用
に
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も 

 

の
で
あ
る
。 

七 

 



四
の
4
、
五
の
21
、
七
の
1
及
び
10
、
八
の
21
、
十
六
の
1
、
二
十
の
1
、
二
十
一
の
1
、
二
十
二
の
1
並
び
に

二
十
三
の
1
に
つ
い
て 

四
の
3
、
六
の
7
、
七
の
6
及
び
14
、
十
四
の
6
並
び
に
十
五
の
1
に
つ
い
て 

四
の
2
に
つ
い
て 

四
の
1
に
つ
い
て 

「
共
同
対
処
行
動
」
と
は
、
我
が
国
防
衛
の
た
め
、
自
衛
隊
と
米
軍
が
行
う
共
同
作
戦
の
よ
う
に
日
米
安
保
条 

約
に
基
づ
き
日
米
両
国
が
共
通
の
危
険
に
対
処
す
る
た
め
に
共
同
し
て
と
る
行
動
で
あ
る
。 

米
軍
の
部
隊
運
用
に
係
る
日
米
間
の
協
議
等
に
つ
い
て
は
、
事
柄
の
性
質
上
、
答
弁
す
る
こ
と
を
差
し
控
え 

 

た
い
。 

御
指
摘
の
部
分
は
、
い
ず
れ
も
特
定
の
も
の
を
念
頭
に
置
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

御
指
摘
の
両
者
に
は
基
本
的
な
相
違
は
な
い
。 

八 

 



五
の
5
に
つ
い
て 

五
の
2
か
ら
4
ま
で
、
6
及
び
20
並
び
に
七
の
7
に
つ
い
て 

な
お
、
「
指
針
」
に
基
づ
き
自
衛
隊
及
び
米
軍
が
行
う
の
は
、
「
共
同
作
戦
計
画
」
の
策
定
で
は
な
く
、
飽
く
ま 

で
も
「
共
同
作
戦
計
画
に
つ
い
て
の
研
究
」
で
あ
る
。 

「
共
同
作
戦
計
画
に
つ
い
て
の
研
究
」
は
、
日
本
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
自
衛
隊
及
び
米 

軍
が
、
日
本
防
衛
の
た
め
の
整
合
の
と
れ
た
作
戦
を
円
滑
か
つ
効
果
的
に
共
同
し
て
実
施
す
る
た
め
の
、
「
指 

針
」
に
基
づ
く
研
究
で
あ
り
、
防
衛
庁
独
自
の
研
究
で
あ
る
「
防
衛
研
究
」
と
は
別
個
の
も
の
で
あ
る
。 

「
共
同
作
戦
計
画
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
う
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
情
勢
の
変
化
等
に
応
じ
て
絶
え
ず
研
究 

を
行
つ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
用
語
は
、
い
ず
れ
も
一
般
的
な
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
防
衛
庁
に
お
い
て
定
義 

 

さ
れ
た
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。 

九 

 



五
の
8
か
ら
10
ま
で
及
び
16
か
ら
19
ま
で
並
び
に
十
六
の
7
か
ら
10
ま
で
に
つ
い
て 

五
の
7
に
つ
い
て 

(二) 

「
共
通
の
実
施
要
領
」
及
び
「
あ
ら
か
じ
め
調
整
さ
れ
た
作
戦
運
用
上
の
手
続
」
の
具
体
的
内
容
等
に
つ
い
て

は
、
現
在
研
究
中
で
あ
る
。 

(一) 

「
共
通
の
実
施
要
領
」
及
び
「
あ
ら
か
じ
め
調
整
さ
れ
た
作
戦
運
用
上
の
手
続
」
は
、
い
ず
れ
も
自
衛
隊
及
び

米
軍
が
整
合
の
と
れ
た
作
戦
を
円
滑
か
つ
効
果
的
に
共
同
し
て
実
施
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
「
共
通 

 
 

の
実
施
要
領
」
が
作
戦
上
必
要
と
認
め
る
具
体
的
な
実
施
の
手
順
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
あ
ら
か
じ
め
調
整
さ 

 
 

れ
た
作
戦
運
用
上
の
手
続
」
と
は
、
自
衛
隊
及
び
米
軍
が
そ
れ
ぞ
れ
の
指
揮
系
統
に
従
つ
て
行
動
す
る
こ
と 

 

か
ら
必
要
と
な
る
手
続
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
用
語
に
つ
い
て
明
確
に
定
義
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
般
的
に
は
、
「
共
同
演 

習
」
は
特
に
総
合
的
な
「
共
同
訓
練
」
を
指
す
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

一
〇 

 



五
の
13
に
つ
い
て 

五
の
12
に
つ
い
て 

五
の
11
、
14
及
び
15
に
つ
い
て 

な
お
、
御
指
摘
の
「
標
準
化
協
定
（Standardization A

greem
ent

）
」
の
性
格
等
に
つ
い
て
は
承
知
し 

 

て
い
な
い
。 

リ
ム
パ
ッ
ク
84
に
お
い
て
、
海
上
自
衛
隊
は
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
及
び
Ａ
Ｔ
Ｐ
を
使
用
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
、
「
秘
」
に 

区
分
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
種
類
、
名
称
及
び
内
容
に
つ
い
て
答
弁
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 

御
指
摘
の
Ａ
Ｃ
Ｐ
及
び
Ａ
Ｔ
Ｐ
は
、
米
軍
が
作
成
し
た
文
書
で
、
そ
れ
ぞ
れ
標
準
的
な
通
信
要
領
及
び
戦
術 

 

要
領
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
昭
和
三
十
四
年
か
ら
各
自
衛
隊
に
お
い
て
使
用
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
い
る 

 

が
、
そ
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
事
柄
の
性
質
上
、
答
弁
す
る
こ
と
を
差
し
控
え
た
い
。 

御
指
摘
の
答
弁
は
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
及
び
Ａ
Ｔ
Ｐ
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。 

一
一 

 



五
の
22
及
び
23
、
六
の
5
及
び
6
、
七
の
2
か
ら
5
ま
で
及
び
11
か
ら
13
ま
で
、
八
の
5
か
ら
9
ま
で
及
び
27
、

十
一
の
4
及
び
5
、
十
三
の
14
、
17
及
び
21
か
ら
24
ま
で
、
十
四
の
11
及
び
14
か
ら
17
ま
で
、
十
五
の
2
、
十
七

並
び
に
十
八
の
2
、
3
及
び
5
に
つ
い
て 

六
の
3
、
十
五
の
3
及
び
二
十
三
の
9
に
つ
い
て 

六
の
2
に
つ
い
て 

な
お
、
「
相
互
間
の
通
信
連
絡
体
系
」
、
「
相
互
支
援
」
、
「
緊
急
取
得
要
領
」
、
「
自
衛
隊
と
米
軍
と
の
間
の
調 

 

整
機
関
」
、
「
情
報
組
織
」
及
び
「
情
報
の
要
求
、
収
集
、
処
理
及
び
配
布
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
般
的
な
意
味
で
使 

用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

自
衛
隊
は
、
従
来
か
ら
、
米
軍
と
の
間
で
必
要
な
情
報
交
換
を
行
つ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
点
の
国
内
法
上
の
根
拠
は
、
い
ず
れ
も
防
衛
庁
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第 

御
指
摘
の
点
は
、
い
ず
れ
も
現
在
研
究
中
で
あ
る
。 

一
二 

 



八
の
2
か
ら
4
ま
で
、
28
及
び
29
、
十
九
の
6
及
び
7
、
二
十
の
4
及
び
6
、
二
十
一
の
2
及
び
3
並
び
に
二
十

二
の
4
、
5
、
8
及
び
10
に
つ
い
て 

八
の
1
に
つ
い
て 

七
の
16
及
び
17
に
つ
い
て 

「
指
針
」
に
い
う
「
武
力
攻
撃
が
な
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
」
は
、
一
般
的
な
意
味
で
記
述
さ
れ
て
い
る 

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
日
米
両
国
が
整
合
の
と
れ
た
共
同
対
処
行
動
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
準
備
を
行 

う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
よ
う
な
事
態
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
） 

第
七
十
六
条
に
規
定
す
る
防
衛
出
動
の
要
件
と
し
て
の
「
武
力
攻
撃
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
」
よ
り
広
い
概
念
で 

あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

六
条
で
あ
る
。 

「
指
針
」
に
基
づ
く
各
種
の
研
究
は
、
特
定
の
取
極
を
締
結
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

一
三 

 



八
の
12
、
14
か
ら
18
ま
で
、
20
、
23
、
25
及
び
26
に
つ
い
て 

八
の
10
、
11
及
び
13
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
点
は
、
日
米
間
の
協
力
の
基
本
的
な
在
り
方
等
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
部
分
に
係
る
も
の
で 

 

あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
今
後
の
検
討
の
課
題
で
あ
る
。 

な
お
、
命
令
に
よ
る
治
安
出
動
、
治
安
出
動
待
機
命
令
及
び
海
上
に
お
け
る
警
備
行
動
は
、
我
が
国
に
対
す 

 

る
武
力
攻
撃
に
対
処
す
る
た
め
に
下
令
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。 

「
作
戦
準
備
」
は
、
「
日
本
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
な
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
」
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
一
般
的
に
は
、
防
衛
出
動
待
機
命
令
よ
り
前
の
時
点
か
ら
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
具
体 

 

的
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
研
究
中
で
あ
る
。 

「
共
通
の
準
備
段
階
」
、
「
共
通
の
基
準
」
、
「
行
動
準
備
」
、
「
そ
の
他
の
作
戦
準
備
に
係
る
事
項
」
、
「
部
隊
の 

 

戦
闘
準
備
の
態
勢
」
及
び
「
戦
闘
準
備
」
は
、
い
ず
れ
も
一
般
的
な
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、 

 

一
四 

 



九
に
つ
い
て 

八
の
22
に
つ
い
て 

八
の
19
及
び
十
八
の
1
に
つ
い
て 

「
情
報
活
動
」
及
び
「
情
報
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
般
的
な
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に

せ
よ
、
自
衛
隊
の
情
報
活
動
は
、
我
が
国
の
憲
法
及
び
基
本
的
な
防
衛
政
策
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ 

 

る
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
現
在
研
究
中
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
用
語
は
、
「
指
針
」
に
お
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
防
衛
庁
に
お
い
て
定
義 

さ
れ
た
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。 

な
お
、
御
指
摘
の
「
デ
フ
コ
ン
」
が
米
軍
の
警
戒
態
勢
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
御
指
摘
の
「
航
空
自 

衛
隊
の
『
警
戒
態
勢
』
」
等
と
は
別
個
の
も
の
で
あ
る
。 

一
五 

 



十
一
の
1
及
び
2
並
び
に
十
四
の
7
及
び
8
に
つ
い
て 

十
の
2
及
び
3
に
つ
い
て 

十
の
1
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
部
分
は
、
い
ず
れ
も
日
米
安
保
条
約
及
び
防
衛
計
画
の
大
綱
に
従
つ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
で 

 

あ
り
、
「
指
針
」
に
い
う
「
限
定
的
か
つ
小
規
模
な
侵
略
」
と
は
、
防
衛
計
画
の
大
綱
の
「
限
定
的
か
つ
小
規
模
な

侵
略
」
と
同
様
な
意
味
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
点
に
つ
い
て
、
「
指
針
」
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
防
衛
力
を
「
適
時
か
つ
効
果
的
に
（in a 

tim
ely and effective m

anner

）
」
運
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
一
般
的
な
意
味
で
記
述 

 

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

自
衛
隊
の
実
施
す
る
各
種
の
作
戦
は
、
我
が
国
の
憲
法
及
び
基
本
的
な
防
衛
政
策
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
る
も 

 

御
指
摘
の
そ
れ
ぞ
れ
の
英
文
の
表
現
に
は
、
基
本
的
な
相
違
は
な
い
。 

一
六 

 



十
二
の
1
に
つ
い
て 

十
一
の
6
に
つ
い
て 

十
一
の
3
、
十
三
の
5
か
ら
9
ま
で
及
び
13
並
び
に
十
四
の
9
及
び
10
に
つ
い
て 

の
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
点
は
、
状
況
に
よ
つ
て
異
な
る
の
で
、
一
概
に
述
べ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ 

 
 

よ
、
自
衛
隊
の
実
施
す
る
作
戦
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
憲
法
及
び
基
本
的
な
防
衛
政
策
の
範
囲
内
で
行
わ
れ 

 

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。 

な
お
、
「
防
勢
作
戦
」
は
、
一
般
的
な
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
防
衛
庁
に
お
い
て
定
義
さ
れ
た

も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。 

御
指
摘
の
よ
う
な
事
実
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
「
自
衛
隊
の
能
力
の
及
ば
な
い
機
能
」
に
関
連
す
る
米
国
の 

日
本
に
対
す
る
協
力
の
具
体
的
な
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
現
在
研
究
中
で
あ
る
。 

一
七 

 



十
三
の
16
に
つ
い
て 

十
三
の
1
に
つ
い
て 

十
二
の
5
及
び
6
並
び
に
十
三
の
15
及
び
25
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
点
は
、
い
ず
れ
も
我
が
国
の
防
衛
作
戦
の
基
本
的
な
考
え
方
等
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
戦
の 

 

特
性
に
応
じ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
共
同
作
戦
の
実
施
に
当
た
つ
て
は
、
部
隊
の
来
援
の
必
要
性
を
含
め
、
日
米
間
で
話
合
い
が
行
わ
れ 

 

る
こ
と
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

御
指
摘
の
点
は
、
米
陸
軍
以
外
の
陸
上
部
隊
も
念
頭
に
置
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ 

 
 

る
。 御

指
摘
の
点
は
、
海
上
作
戦
の
態
様
を
「
周
辺
海
域
の
防
衛
の
た
め
の
海
上
作
戦
」
と
「
海
上
交
通
の
保
護
の 

た
め
の
海
上
作
戦
」
と
に
区
分
し
て
整
理
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

一
八 

 



十
五
の
4
に
つ
い
て 

十
四
の
13
に
つ
い
て 

十
三
の
18
及
び
19
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
点
は
、
米
軍
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
「
航
空
打
撃
力
を
有
す
る
航
空
部
隊
の
使
用
を
伴
う
よ 

 

う
な
作
戦
」
は
、
自
衛
隊
の
能
力
の
及
ば
な
い
機
能
を
補
完
す
る
た
め
の
作
戦
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ 

 

る
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
「
運
用
上
の
観
点
」
と
い
う
記
述
は
、
我
が
国
の
海
上
防
衛
力
整
備
の
観
点
で
は
な
く
、
我
が
国
防 

衛
の
た
め
必
要
な
範
囲
で
実
際
に
作
戦
を
実
施
す
る
場
合
の
観
点
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
点
に
つ
い
て
、
「
指
針
」
に
お
い
て
は
、
「
機
動
打
撃
力
（additional m

obility and strike 

pow
er

）
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
一
般
的
な
意
味
で
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

「
指
針
」
は
、
主
と
し
て
機
能
別
に
日
米
間
の
協
力
の
在
り
方
を
記
述
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

一
九 

 



十
八
の
7
に
つ
い
て 

十
六
の
11
か
ら
13
ま
で
に
つ
い
て 

十
六
の
3
か
ら
5
ま
で
に
つ
い
て 

十
六
の
2
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
「
統
制
権
」
と
か
「
作
戦
統
制
」
と
か
に
つ
い
て
は
、
「
指
針
」
に
お
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は

な
く
、
ま
た
、
日
米
間
に
お
い
て
定
議
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。 

「
松
前
・
バ
ー
ン
ズ
取
極
」
は
、
我
が
国
に
お
け
る
対
領
空
侵
犯
措
置
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
締
結
以
来
改 

正
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
日
に
お
い
て
も
有
効
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
点
は
、
英
文
で
は
、
「com

m
and

‐and

‐control channels

」
と
い
う
一
つ
の
用
語
と
し
て 

 

記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
自
衛
隊
及
び
米
軍
は
そ
れ
ぞ
れ
の
指
揮
系
統
に
従
つ
て
行
動
す
る
も
の
で
あ
る
。 

二
〇 

 



十
九
の
5
に
つ
い
て 

十
九
の
4
に
つ
い
て 

二
十
の
5
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
「
後
方
補
給
」
に
つ
い
て
は
、
「
指
針
」
に
お
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
防
衛

庁
に
お
い
て
定
義
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。 

「
指
針
」
に
い
う
「
後
方
支
援
活
動
」
は
、
「
日
本
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
な
さ
れ
た
場
合
」
に
行
わ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。 

「
後
方
支
援
」
は
、
一
般
的
な
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
防
衛
庁
に
お
い
て
定
義
さ
れ
た
も
の 

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。 

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
「
指
針
」
は
、
そ
も
そ
も
新
た
な
立
法
措
置
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。 

一
般
的
に
、
調
達
は
、
取
得
の
一
手
段
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

二
一 

 



二
十
四
の
1
に
つ
い
て 

二
十
三
の
5
に
つ
い
て 

二
十
二
の
9
に
つ
い
て 

二
十
二
の
6
及
び
7
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
点
に
つ
い
て
、
「
指
針
」
に
お
い
て
は
、
「
効
果
的
か
つ
経
済
的
な
使
用
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ 

は
、
一
般
的
な
意
味
で
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

自
衛
隊
が
御
指
摘
の
「
米
軍
の
装
備
品
の
整
備
」
に
つ
い
て
支
援
を
実
施
す
る
場
合
、
そ
の
国
内
法
上
の
根
拠 

は
、
防
衛
庁
設
置
法
第
六
条
で
あ
る
。 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
自
衛
隊
が
米
軍
の
装
備
品
の
整
備
を
行
つ
た
こ
と
は
な
い
。 

御
指
摘
の
「
関
連
活
動
」
と
は
、
「
指
針
」
の
Ⅱ
の
2
の
(2)
の
(v)
の
(c)
「
整
備
」
に
関
連
す
る
活
動
を
い
う
。 

日
米
安
保
条
約
上
の
極
東
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
五
年
二
月
二
十
六
日
に
衆
議
院
安
保
条
約
等
特 

 

二
二 

 



 

二
三 

別
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
政
府
統
一
見
解
の
と
お
り
で
あ
る
。 

二
十
四
の
2
か
ら
4
ま
で
及
び
10
か
ら
15
ま
で
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
部
分
は
、
い
ず
れ
も
一
般
的
な
意
味
で
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
特
定
の
も
の
が
念
頭
に 

 

置
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
「
指
針
」
の
Ⅲ
に
お
い
て
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
文
字
ど
お
り
、
日 

本
以
外
の
極
東
に
お
け
る
事
態
で
我
が
国
の
安
全
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
場
合
で
あ
る
。 

研
究
作
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
事
柄
の
性
質
上
、
そ
の
公
表
は
日
米
安
保
体
制
の
効
果
的
運
用
に
支
障
を 

 

来
す
こ
と
と
も
な
り
得
る
の
で
、
研
究
開
始
当
初
よ
り
、
日
米
関
係
当
局
間
で
不
公
表
と
す
る
旨
合
意
さ
れ
て 

 

お
り
、
答
弁
す
る
こ
と
を
差
し
控
え
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




